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関信三 の 保育観
　　　　　 導　寺　信　子

三 篠幼稚園、安 田 女子 大学大学院博 士 課程

1 ．研究の 目的　　　　　　　　　　　　　　　　ち出され焼か れ た。新政府 は 、仏教 と同 様 に キ リス ト

　 日本 で初の 公的に認知 された幼稚園 で ある東京女子 教を 弾圧 した 。 そ の ような時代背景 の 中、猶龍 は、仏

師範学校 （現お 茶 の 水女 子 大学）附属幼稚園初代監事 教存 亡 の 危機 に キ リス ト教探索、諜者と して、氏 名 を

（現園長）となっ た 関信三（1843 −−1879）の 経歴を知 り、　変えながら、真宗大谷派、仏教界 の た めに力 を尽 く し

筆者 は、彼 が 残 りの 人 生 に 於 い て 幼児教育に 全身全霊 た。「明 治 2 年 （1869 ）秋長崎よ り大坂 に 移 り洋学校 入

をか け た保育観とは
一

体何 で あ っ た の か 知 りたい と思 学 し、宣教師ペ キ ロ に つ い て 耶 蘇教探索 に励 ん だ。明

うよ うに な っ た 。 関信 三 の 保育観 に よ っ て、現代 の 幼 治 3年 （1870）本願 寺 法 主 の 家従 に 登 用 され 、姓名 を 安

児教育 の 歴史的課題 を究明す る手 が か りが で き るの で 藤劉太郎 と改 め た。そ の 後浅草本願 寺納戸役松井某 に

は な い だろうか。　　　　　　　　　　　　　　　 事 を謀 り、同 年 秋 横 浜 に 寓居 の 米 人 ジ ョ ン バ ラ氏 に つ

2 ．研究の 方法　　　　　　　　　　　　　　　 い て 英学を修 め た 」
（3｝ 「後の 上 司 とな る東京 女子 師範

　関信 三 の 経 歴 が 特 殊 なた め、経歴を考察す る 必要が 学校附属幼稚園摂理 （現校長）とな る 中村 正 直 と横浜 に

あ る。そ し て 、そ の 経 歴 に よ っ て 関信 三 に関 わ っ た 人 あ る ア メ リカ ン ・ミ ッ シ ョ ン ホ
ー

ム （亜米利加 婦人 教

物が影響を与えて い るの で 、その 人物 に つ い て も検討 授所）と よ ばれ る子 どもの た め の 教育施設 で 出 会 っ た

して い く必 要 が あ る と思われ る 。 関信 三 は、当時の 幼 の も諜者時代 だ っ た 。 明治 5 年夏、海外事情視察の た

児教育 の 第
一

人者で あ る フ レ ーベ ル の幼稚園を参考 に め 、東本願寺法嗣現如に随行を命ぜ られたが、洋行中、

して 我が 国 に 幼児教育を取 り入れるこ とに なっ た。そ 明治 6年 2 月 24 日、キ リス ト教 が解禁され た 」
（4 ） 「明

の た め、関 の 著書 は、フ レ ーベ ル 主義的幼稚 園 の 翻 訳 治 8 年 （1875）1 月 4 日帰朝 し東京 に 居住 し た。同年 2

本 で あり、関自身 の 保育観 が 明らか に な っ て い る著述 月 姓 名 を関信 三 と改 る 。

一…明治 9 年（1876 ）7 月 『幼稚

は極め て 少 ない
。 そ こ で 筆者 は、今回 の 論文発表 に お 園記』四巻を訳編 して 東 京女子師範学校 よ り刊行 した 。

い て 3 っ の 関信 三 の 保 育観が 現 れ て い る 著述を基 に し こ の 書は幼稚園に関する我 が 国の 最初 の 書物 で、初期

て 、保育観 を 導 き 出 し た い。　 　 　　 　　 　　 　 幼稚 園 の 基 礎 を作 っ た も の で あ る。一・明 治 9 年

3 ，関信三 の 経歴 　　　　　　　　　　　　　　　　（1876）11 月 16 日東京女子師範学校内に わが国最初 の

　 関 は、37 歳 と い う短 い 生 涯 で は あ っ た が ．晩 年 に 於 幼稚 園が 開 園 され、関 は そ の 初 代 の 監 事 （園 長 ）とな っ

い て 目本初の 幼稚園 の 園長 と し て 貴重な幼稚園 の 手引 た。・・・・・…明 治 11年 （1878）4 月 田 中 不 二 麿 文 部 大 輔 の 内 命

書や、幼稚園教諭の 育成にカ を注 い だ功績は 計 り知れ に よっ て 『幼稚園創立 之 法』を草 して提 出し、同年 5

ない。関信三 と名乗 る ま で、猶龍、安藤劉太郎、関信 月 稟申書を中村 正 直摂理 （校長）に 呈 して保姆練習科を

一
郎、関信太郎、関信吾など複雑 な 経緯が あ る こ とを 幼稚園内 に 開設す べ き必要を論 じて、同 年 同科 の 開 設

踏 ま え る こ とが 必 要 で あ る。そ の た め、経緯を追 っ て を文部省 よ り裁允せ られ た。一伺 年 12月 『幼稚園創 立

み た い 。「関 は、天 保 14（1843）年 正 月 20 日、三 河 国 幡 之 法』 を文部省教育雑誌 に 発表、次 い で 明治 12 年

豆 郡
一

色町 の 真宗大谷派安休寺第 22 世、雲英元了 の 五 （1879）3 月 『幼稚園法二 十遊嬉』を 訳編 して青山堂 よ

男
一

女の 末子 と して 生 ま れ僧侶 の 名で 猶龍 と呼ばれた 。 り出版 した。…・・
欄 は女子教育幼児教育者 と して 活躍 し

雲英家は、優秀な学者を輩出 して い る家系で あ り、猶 た が、お し く も明治 12年 （1879）11 月 14 日病没 した 亅

龍 もま た、12 歳 で 京 都 の 真 宗 大谷 派 高倉学寮 （現 大谷
 

以 上 が 関信 三 の 経歴 で あ る。関 の 生 涯 の 大部分 は僧

大学）に懸席。元治元 （1864）年 に は 最高 位 の 寮司 とな っ 侶 と して で あ っ た が、病没す る ま で の 4年 間 が、日本

た」
（2，

時代 は、幕末 か ら明治 へ と大変革を迎 え、価値 初 の 幼稚園園長 と し て幼児教育に残 りの 人 生 を 捧げた

観が大きく変化 し た。新政府 に とっ て 、幕府体制時 代 人物 で あ っ た とい っ て も過言 で な い と思 う。

に保護され て い た 仏教 は、邪魔 で あ り、神道国家と し　 関は、初代園長 に 迎 え られ 、幼稚園 の た めの 訳本を

て 統
一

す るた め、慶応 4 （1868 ）年 3 月、神仏分離令を 後世 に 遺 した り、保 姆 養成に 力 を注ぎ功績 を残 し て い

出す。そ れ に よ り、多くの 寺 が 打ち壊され、本尊は 持 る。そ の 都度、関を引き上 げて くれ る 人物 が お り、人
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に恵 ま れ て い た の で は な い だ ろ うか。　　　　 、　 ．
its　obligations 　must 　be　very 　1imited．　Children　are ，

　 た と え ば、東京女子 師範学校附属幼稚園 に お い て 、　 in　thisway ，　obdurated 　t。　the 　charms 　of 皿 orality 　and

初代 の 園長 に 就任する こ とに つ い て は、上司 の 中村正 re ！igi。 n．
”

（LD｝ とあっ た 。 関 の 翻訳 に 原 文 と の ず れ

直は、諜者時代 で は 、 敵対関係 で あっ た の に も拘 らず が あ る。 関 は 、 幼児の 良心教育 に道徳 と宗教教育が 基

園長 の 任 に就 い て い る。それ に つ い て は、「田中不 二麿 本の
一

つ と強調的な の に 対 し、フ レ
ーベ ル は 、幼児期

は 関信 三 とは 同 じ愛 知 県人 で あ っ た こ とか ら、彼 に は に お い て 、道徳 と宗教教育 は 度 を越 さない 程度 に し た

少 なか らず 心 を寄せ て い た 人 で あ り又 時を同 じ く して 方が よい と消極的な言 い 回 しに な っ て い る。幼児 教 育

欧米教育視察 を して き た 人 で もあ っ た 。 若 き 彼 を 陰 な に 情緒発達 の た め に 宗教教育 の 必 要性 をフ レ ーベ ル よ

が ら支援 して き た一
人で もあ っ た 」

  と指摘 され て い りも強調 して い る こ と は、関 の 宗教教育への 思い 入れ

る。三 条や 田 中が当時 の 教育界 に影響力 を持 っ て お り、の 深 さが 見える の で はない だ ろ うか 。

恐 ら くそ の よ うな関係があ っ て、関を 附属幼稚園 の 園　 三 つ 目は、『幼稚園法二 十遊嬉』の 中で 、「幼稚 ノ 教

長 に 起用 した の で は ない か と考え られ る。太政大臣の 育二 至 テ ハ 唯冥 々 ノ 中二 其益 ヲ 得 ル モ ノニ シ テ 其得否

三 条実美 は 、 関信 三 の 太政官 諜者時代 の 上 司 で あ り、　 ヲ 認 了 ス ル コ ト最 モ 難シ 故 二 之 ヲ 学童 ノ教育二 比 ス レ

渡辺昇 もまた 弾正 大忠 で あ り、上 司で あ っ た。　　　 ハ 無形中無形 ト云 モ 可ナ リ」
（ω と あり、幼児教育 の 保

　東京女子 師範学校附属幼稚園の 開業式典 の 際 に 関 と 育効果は、小学校 の 教育とは 違 っ て、知識 を習得させ

渡辺 が再会 した。そ の 結果、「当時大阪の 知事 で あ，o た るこ とに 重きを置 くこ とで なく．、目に 見 えない 訓育面

渡辺 昇 が 附属幼稚園 を 参観した 結果 、是非 大 阪 で も、 情緒面 を養 うこ と で あ る た め
一

般 の 人には 理 解 され に

こ れ を開始 し て み た い と思 っ た。一．大 阪 か ら保 育見習 く い と述 べ て あ る。目 に 見 え る 保育 を求 め 筍の で な く、

の た め に「F・・…氏 原張 ・木村末の 両人 が 上 京す る こ とに な 関は 、幼児保育は 、草木の 地中に ある 根 っ こ を育 て る ．

っ た 」
c7＞の で あ る 。 太政官諜者時代の 上 司 と再 会 し、よ うな もの で は ない の か、目に 見 え る 保育を求 め るの

互 い に幼児教育 の 発 展 に 協力す る こ と に な っ た 。 こ の で な く、関は、幼児保育は、草木 の 地 中に あ る根 っ こ

こ と は、歴史的に 重要な 意味が あ る よ うに考え られ る を 育 て る よ うな もの で は ない か と語 っ て い る と筆者は

が、今後 の 課 題 と し た い 。　　 ．　　　　
』
　　　 理 解 し た の で あ る。

4 ．関信 三 の 保育観　　 　　 　　 　　 　　　 　 ．　 5 ．結論

　
一

っ 目は．関の 経歴 で 取 り上 げた大 阪 に幼稚園 を設　 関の 保育観は、目に 見 え るもの を追 う曙）で はな く、

立す る ために保姆見習として、関を頼 っ て 、派遣され 心 的な情緒 の 成長発達 を 目指す保育 で あ っ た とい う結

た 氏 原 は、次の よ うに 述 べ て い る。「幼稚 園 で け が を な 論 に 達 した。情報過多の現代に 、幼児 の 基礎を養 う援

さ っ た 、大 し た 事で は な くて 、
一

寸膝をす りむ い た位 助に 徹す る保 育が、最も大 切 だ と改 め て 気づ か された

で あ っ た の に、執事 が 大層お こ っ て 来 て、…．・・欄 先生 は の で あ っ た。

お 体 の お 弱 か っ た 方 です が 、一
御 自分 で お邸に で か け

て
一・

幼稚園 に 来 て お 友達と遊 ん で 、少 し位 はす りむ く　　　　　　　　　　　 注

方 が い い 、それ で 無けれ ば 幼稚園に い らっ しゃ っ た 意 （D 湯川嘉津美 陶 本幼稚園成立 史の 研 究』風間書房 200Lp ．157、

味 が ない 」
〔8 ）

もちろん 関 は、幼児教育の 先駆者 で ある   日本幼稚園協会 r幼児 の 教 育』「幼稚 園 の誕 生 」 （国 吉 栄）フ レ
ーベ

ため、個人 的 な幼児教育的思想 で は な く．、国家 の ため　　 ル 餓 平成 王2 年 4．A ，s月．号 よ り抜粋

の 幼児教育 を 目指 して い た と彼 の 経歴 か ら見 れ る。し （3） 本 浦廉 平 r一色町 誌 』r 色町 誌 編 纂委 員会、昭 和 45年，p．736

か し、園長 と して の 実 践 に お い て、氏 原の表 現に あ る （4＞ 日本幼稚 園 協会，前掲 書，平 成 12年 LO 月 ，12 月 号 却 抜粋

ように、個人的な苦情 に 対レて 、毅然 と し た 態度 で 接 （5｝ 本浦廉 平 前掲書，pp，737−738、

し 、 幼稚園生活 に お い て 、 幼児が体験を通 して 自分で （6〕 織 田顕信 r同朋大 学論叢 27 号』昭 fn・47 年，　p．79、

問題を解決す る こ とが
）

成長奔達 とな る と示唆 レた。　（7） 津守真，久保い と沌 田 町 子 r幼稚園 の 歴史煙 星社厚生閣，昭 和 34

　 二 つ 目は 、『幼稚園記』 の 中に、「徳行及 ヒ宗教 ノ妙　　 年，p．117．

域 二 兒女輩 ヲ誘 引 ス ル ヲ得 春 シ 是 レ 豈 良 心 教育 ノー基 （8） 同 上書，p．131、

本 ナ ラ ス ヤ」
（9 ）とあっ た が、原文 は、

“
lt　is　gne　of （9）岡 田 正 章 r明治 保 育 文献 集第 2 巻 』 日本 ら い ぶ ら り，昭 和 53

the　greatest 　b，！unders 　of 　educators ，、・to　enjoin 　　年
lpp

、37−38．
　　

』
　　』、．　　 ，t　I．

duties　and 　to　Prβac 尊mora 塾truths 　tg　children 　of 　so 　（10）Dr・ADoLF　DouAI・
“
The　Kindergarden

”
E・stei

『
eT ・1872・P−13・

young 　an 　age 　that 　their 　acquaintance 　with 　life　and （H ）岡田正 章，前掲書，p．390．
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